




要約:HTLV-1 抗体検査では、方法・試薬の違いで不一致例が多く出る。特にゼラチン凝集

反応(PA)によって陽性と認められた血清について、蛍光抗体法(IF)および Western BIot

法(WB)による比較検討を行った結果、PA 法の凝集価低値(＜128)の検体で集中的に不一致

が認められた。一方、種々の抗原の特徴を検索するために硫酸化多糖体ゲルを用い、HTLV-1

抗原の精製を行っている。この方法が一つの有効な方法と考えられる成績が得られつつあ

る。 


